
千曲市における地域公共交通活性化・再生総合事業（地域公共交通を活かしたまちづくり）

地域公共交通の活性化と利便性向上のため、しなの鉄道と市循環バスを軸として、地域関係者と公共交通関係者の連携を図り、安全・

事業期間
20～22年度

【千曲市地域公共交通会議】

安心、環境にやさしい元気なまちづくりを目指す。このために利用者の視点に立って、乗換待合所の整備、総合時刻表の作成、乗換案内
板の設置、イベント列車の運行、バス停留所環境整備、バスシェルターの整備、タクシーによる観光振興の支援等を実施し、住民の公共
交通機関利用意識の向上を図る。

【千曲市 域 共交通会議】
構成員：松本電気鉄道（株）長野営業所、（有）信州観光バス、（有）シン
リク観光、長野県バス協会、長野県タクシー協会更埴支部、しなの鉄道、
（社）千曲医師会、千曲市区長会連合会、千曲市老人クラブ連合会、千
曲商工会議所、千曲市観光協会、北陸信越運輸局長野運輸支局、長野
県千曲建設事務所 千曲警察署 千曲市 屋代駅

屋代高校前駅

②利用促進啓発活動 0千円

県千曲建設事務所、千曲警察署、千曲市

事業の概要（21年度）

①情報提供 22千円

千曲駅

屋代駅

②利用促進啓発活動 510千円①情報提供 1,522千円

イベント列車
総合時刻表

④バス停環境整備 2,315千円③タクシーの観光振興支援 2,188千円

乗換案内板

⑤バス停環境整備 1,565千円④バス停環境整備 2,315千円③タクシ の観光振興支援 2,188千円

バスシェルター乗務員接客マナー向上講習会の開催
語り部タクシーパンフレット作成

⑤バス停環境整備 1,565千円

バリアフリー（視覚障害者誘導ブロック）

屋代駅バス停等

（屋代高校駅前） （千曲駅）



21年度 千曲新駅の完成にあたり、市を事務局として平成１７年５月より設立していた、戸倉・屋代間新駅建設促進期成同盟会を「新駅利

平成２０年度より整備を進めている、しなの鉄道戸倉・屋代駅間の新駅『千曲駅』は、昨年度、こ線橋・エレベータ等の建設を残し
暫定開業となったが、平成２１年度では全ての建設が完成しての駅開業となった。

21年度

導入への
プロセス

千曲新駅の完成にあたり、市を事務局として平成１７年５月より設立していた、戸倉 屋代間新駅建設促進期成同盟会を 新駅利
用促進協議会」に移行し、新駅利用促進のために地域振興を図り利用促進活動を行うことを目的として、本年度はその前段階とし
て準備会を設立した。

千曲駅駐輪場は、当初80台分のスペースであったが、予想以上に自転車で駅を利用する方が多く、また地元からも要望があった
ことから、駐輪場の増設を検討した。

千曲駅の建設により、地域交通の流れに変化が現れた。１日当りの乗降
客数は４６０人（開業当初）→６７０人（Ｈ２１年度）と増加している。

潜在需要の掘り起こし

千曲市内全戸へ総合時刻表を２１千部配布、３千部は駅
や公共施設に置き必要な方に配布。バスと鉄道の乗継

利便性の向上（乗継ぎ等）

21年度
事業の

客数は４６０人（開業当初）→６７０人（Ｈ２１年度）と増加している。

新駅ができたことにより、自転車で駅までアクセスできる学生が増え、当
初予想していた以上に自転車利用者があったため、自転車置き場を増設
した。現在の自転車での利用者数は、１日平均１３０人程度である。

観光利用の促進 利便性の向上（設備）

や公共施設に置き必要な方に配布。バスと鉄道の乗継
案内に加え、病院送迎乗合タクシー時刻表及びバスとの
接続も盛り込み、市内全ての公共交通機関の情報を周
知することができた。

鉄道とバスを利用して地域めぐりを通じ公共交通の利用促進ＰＲ
を行うため、千曲駅開業１周年を記念したイベント列車「軽井沢散
策とお買い物の旅」を募集したところ、１１０名の定員に対し１２１
名の応募者があり、参加者からは来年度も是非実施してほしい等
大変好評をいただいた

『千曲駅』及び『屋代高校前駅』のバス停留所にそれぞれバスシェ
ルター１基、レストシート２基を設置。利用者、特に高齢者からは、
便利になったとの声をいただいた。屋代駅前通りから更埴体育館
までの歩道に設置してある視覚障害者誘導ブロックを各バス停留
所（１１箇所）まで延ばし バリアフリー化を図った

効果
観光利用の促進 利便性の向上（設備）

大変好評をいただいた。 所（１１箇所）まで延ばし、バリアフリー化を図った。

千曲駅には月極駐車場しかないため、駅の利用者

千曲新駅の更なる利用促進を図る千曲新駅の更なる利用促進を図る

次年度
以降

千曲駅には月極駐車場しかないため、駅の利用者
増加を図るためにも、一時利用駐車場の設置も検討
していく。検討内容としては、ゲート式かコイン式等機
械で無人管理システムか、駅員が直接管理すべきか
等調整中である。

千曲駅を発着する循環バスの利用率は前年比で２０％増加しているが、鉄道
利用者のニーズに合わせたきめ細かなダイヤ編成をし、鉄道・バスのそれぞれ
の利用者の増加を図っていく。 また、時間的な連続性の確保だけでなく、バリ
アフリーなど物理的な連続性も確保することが重要になってくる。

「沿線住民及び観光客の利用拡大」「駅周辺の環境整備」等を

進めるため、今年度設立した千曲駅利用促進準備会を協議会に
移行し、具体的な利用促進策を検討していく 。

千曲駅の東側には、宅地造成可能な土地が広がっており、平成
２２年度に道路整備の計画もあることから、今後開発が見込まれ
るため、千曲駅の利用者の増加が期待できる。


